
門の話題長
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３
月
８
日
（土）
、
香
月
泰
男
美
術

館
で
「
特
別
展
「
香
月
泰
男
没
後

40
年
香
月
泰
男
《
シ
ベ
リ
ヤ
・
シ

リ
ー
ズ
》
よ
り
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
大
西
市
長
が
「
こ
の

機
会
に
多
く
の
人
に
来
場
し
て
い

た
だ
き
、
香
月
の
思
い
に
触
れ
て

も
ら
い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

　

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
後
に
行
わ
れ
た

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
県
立

美
術
館
の
萬
屋
健
司
専
門
学
芸
員

が
「
図
録
と
は
違
い
、
本
物
を
見

て
み
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
見
ご

た
え
の
あ
る
作
品
ば
か
り
」
と
話

し
ま
し
た
。
ま
た
、
香
月
画
伯
の

表
現
方
法
の
特
徴
や
技
法
、
修
復

作
業
の
工
程
な
ど
を
ど
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
ま
し
た
。

香
月
泰
男
没
後
40
年　
《
シ
ベ
リ
ヤ
・
シ
リ
ー
ズ
》
よ
り

描
き
続
け
た
シ
ベ
リ
ヤ
の
記
憶

▲作品の前で解説をする県立美術館学芸員の萬屋さん
▼香月婦美子名誉館長らによるテープカット

俵
山
地
区
お
互
い
様
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
黄
色
い
旗
運
動
」

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
に

　

３
月
３
日
（月）
、
俵
山
公
民
館

で
「
俵
山
地
区
お
互
い
様
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
黄
色
い
旗
運
動
」
の
開
始

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
始
式
で
は
、「
黄
色
い
旗
」

の
除
幕
が
行
わ
れ
、
俵
山
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
の
藤
野
忠
次
郎
会

長
が「
老
い
も
若
き
も
全
員
参
加
。

１
人
１
役
と
い
う
気
持
ち
で
こ
の

運
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　
「
黄
色
い
旗
運
動
」
は
、
軒
先

な
ど
に
黄
色
い
旗
を
掲
げ
「
今
日

も
元
気
で
す
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
周
辺
に
伝
え
る
も
の
で
す
。

　

黄
色
い
旗
運
動
は
、
こ
の
日
か

ら
俵
山
地
区
全
422
世
帯
で
一
斉
に

実
施
さ
れ
ま
す
。

▲「黄色い旗」のデザインが除幕される

▼デザインした俵山中の山下さん（左）と俵山小の西村さん（右）

「
通
鯨
唄
」
の
引
継
式

鯨
唄
の
伝
統
が
引
き
継
が
れ
る

　

３
月
４
日
（火）
、
通
小
学
校
で
通

地
区
の
伝
統
芸
能
「
通
鯨
唄
」
の

引
継
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
式
は
、
卒
業
す
る
６
年
生

2
人
か
ら
下
級
生
に
通
鯨
唄
の
伝

統
と
と
も
に
法
被
や
太
鼓
の
ば
ち

を
引
き
継
ぐ
も
の
で
す
。

　

式
で
は
、
全
校
児
童
25
人
が
最

後
と
な
る
鯨
唄
を
披
露
。
歌
い
終

え
る
と
、
６
年
生
の
福
嶋
瑞
貴
君

が
法
被
を
、
福
岡
未
来
君
が
太
鼓

の
バ
チ
を
そ
れ
ぞ
れ
５
年
生
の
代

表
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

式
の
最
後
に
は
、
児
童
全
員
で

指
導
を
務
め
た
保
存
会
の
会
員
に

「
自
信
を
持
っ
て
歌
え
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

海
上
交
通
安
全
祈
願
祭

交
通
安
全
と
繁
盛
を
祈
る

　

３
月
２
日
（日）
、
仙
崎
の
青
海
島

観
光
汽
船
桟
橋
広
場
で
、
海
上
交

通
安
全
祈
願
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
祈
願
祭
は
、
観
光
船
な

ど
海
上
交
通
の
安
全
を
祈
願
す
る

も
の
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

従
業
員
と
関
係
者
合
わ
せ
て
約

20
人
が
出
席
し
、
仙
崎
の
八
坂
神

社
宮
司
に
よ
り
安
全
祈
願
神
事
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

神
事
が
終
わ
る
と
、
事
前
に
応

募
し
た
人
た
ち
が
乗
船
し
、出
航
。

県
内
各
地
か
ら
140
人
が
参
加
し
、

７
隻
に
分
か
れ
て
約
40
分
の
海
上

パ
レ
ー
ド
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
観
光
船
は
、
迫
力
あ
る
海

上
ア
ル
プ
ス
の
景
観
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

完
全
統
合
後
、
初
め
て
の
大
津
緑
洋
高
校
卒
業
式

伝
統
を
託
し
、
新
た
な
旅
立
ち

　

３
月
１
日
（土）
、
大
津
緑
洋
高
校

大
津
校
舎
で
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
回
の
卒
業
式
は
、
大
津

高
校
・
水
産
高
校
・
日
置
農
業
高

校
が
完
全
統
合
さ
れ
て
か
ら
初
め

て
と
な
り
、
卒
業
す
る
生
徒
と
保

護
者
、
各
校
舎
の
２
年
生
、
教
職

員
等
約
600
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

清
水
利
宏
校
長
は
、「
皆
さ
ん

の
新
し
い
旅
立
ち
に
期
待
し
、
こ

▲答辞を述べる大津校舎の村岡美紀さん（左）、水産校舎の静間
　萌々子さん（中央）、日置校舎の田中翼さん（右）

の
地
で
活
躍
を
見
守
っ
て
い
ま

す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

卒
業
生
答
辞
で
は
、
各
校
舎
か

ら
１
人
ず
つ
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、

家
族
や
先
生
へ
の
感
謝
の
こ
と
ば

を
述
べ
ま
し
た
。

　

今
年
の
卒
業
生
は
、
大
津
校
舎

115
人
、
水
産
校
舎
38
人
（
専
攻
科

７
人
含
む
）、
日
置
校
舎
54
人
の

計
207
人
で
し
た
。
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リ
ュ
ウ
グ
ウ
ノ
ツ
カ
イ
が
見
つ
か
る

竜
宮
城
か
ら
の
使
者
が
白
潟
へ

　

３
月
７
日
（金）
、
仙
崎
白
潟
の
海

岸
で
「
リ
ュ
ウ
グ
ウ
ノ
ツ
カ
イ
」

が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

発
見
さ
れ
た
リ
ュ
ウ
グ
ウ
ノ
ツ

カ
イ
は
、
438
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

深
海
の
中
層
に
す
む
、
世
界
最
大

の
硬
骨
魚
で
す
。
発
見
し
た
大
田

さ
ん
は
「
こ
ん
な
近
く
で
見
ら
れ

る
と
は
」
と
驚
い
て
い
ま
し
た
。

15

ち
び
な
が
商
店
街
を
つ
く
ろ
う
９

仮
想
商
店
街
で
仕
事
を
体
験

　

２
月
23
日
（日）
、「
ち
び
な
が
商

店
街
を
つ
く
ろ
う
９
」
が
ル
ネ
ッ

サ
な
が
と
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
は
、
仮
想
の
商
店
街

で
子
ど
も
た
ち
が
実
際
に
商
品
を

製
作
・
販
売
し
た
り
、
店
舗
の

オ
ー
ナ
ー
と
な
っ
て
運
営
す
る
こ

と
で
、
楽
し
み
な
が
ら
職
業
体
験

を
し
て
も
ら
お
う
と
、
ち
び
な
が

商
店
街
実
行
委
員
会
が
毎
年
開
催

し
て
い
ま
す
。会
場
に
は
飲
食
店
、

文
房
具
店
、
駄
菓
子
屋
、
ス
ポ
ー

ツ
店
な
ど
38
店
舗
が
軒
を
連
ね
多

く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
飲
食
店
も
用
意
さ
れ
食

事
を
す
る
家
族
連
れ
な
ど
で
い
っ

ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

実
習
船
「
海
友
丸
」
が
遠
洋
航
海
を
終
え
帰
港

た
く
ま
し
く
成
長
し
た
姿
を

　

３
月
13
日
（木）
、
１
月
に
出
航
し

た
大
津
緑
洋
高
校
水
産
校
舎
の
実

習
船
「
海
友
丸
」
が
航
海
を
終
え

て
仙
崎
岸
壁
に
帰
港
し
ま
し
た
。

　

海
友
丸
は
、
海
洋
技
術
科
2
年

生
28
人
と
専
攻
科
１
年
生
６
人
を

乗
せ
、
今
年
１
月
10
日
に
仙
崎
を

出
航
し
ま
し
た
。

　

下
船
式
で
は
、
海
洋
技
術
科
２

年
の
高
山
桂
さ
ん
が
「
こ
の
航
海

で
集
団
行
動
の
大
切
さ
や
厳
し
さ

な
ど
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
。
こ

れ
か
ら
の
学
校
生
活
な
ど
に
生
か

し
て
い
き
た
い
」
と
実
習
生
を
代

表
し
て
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　

下
船
し
て
家
族
に
出
迎
え
ら
れ

た
生
徒
は
、
う
れ
し
そ
う
に
話
を

し
て
い
ま
し
た
。

▼元気に下船する実習生

▲仮想店舗で働く参加者

意
志
を
継
ぎ
、
放
流
を
続
け
る

　

三
隅
豊
原
で
鮎
の
養
殖
業
を
営

ん
で
い
た
故
原
川
龍
浩
さ
ん
が
、

三
隅
上
地
区
に
住
む
友
人
か
ら

「
川
で
ア
ユ
を
見
た
こ
と
が
な
い
」

と
言
わ
れ
、
放
流
を
決
心
。
福
田

さ
ん
ら
仲
間
と
と
も
に
放
流
を
始

め
、
そ
の
意
志
を
引
き
継
い
だ
仲

間
の
手
に
よ
り
、
今
も
な
お
続
い

て
い
ま
す
。

こ
よ
な
く
愛
す
る
三
隅
川

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
よ
く
遊
ん
だ

門の長

こ
よ
な
く
愛
す
る
三
隅
川
を

　
　
　
　

い
つ
ま
で
も
美
し
く

　

三
隅
地
区
を
流
れ
る
三
隅
川
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
手
に
よ
り
、

毎
年
「
ア
ユ
の
放
流
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

４
月
12
日
（土）
、
三
隅
川
河
川
公
園
「
清
流
」
に
お
い
て
、
生
き
物

が
い
つ
ま
で
も
元
気
に
育
つ
美
し
い
川
で
あ
る
よ
う
に
と
の
想
い
を

込
め
、
約
１
０
、０
０
０
匹
の
ア
ユ
が
放
流
さ
れ
ま
す
。

　

三
隅
地
域
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
会
議
の
三
隅
川
保
全
部
会
で

活
動
を
続
け
る
福
田
さ
ん
は
、
放
流
体
験
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
に

三
隅
川
の
美
し
さ
、
魅
力
を
伝
え
て
い
ま
す
。

三
隅
川
。「
昔
は
サ
ケ
が
豊
原
ま

で
よ
う
上
が
っ
て
き
よ
っ
た
」
と

懐
か
し
そ
う
に
話
し
ま
す
。
農
繁

期
に
サ
ケ
が
遡
上
す
る
と
、
く
わ

を
矛
に
持
ち
替
え
、
鮭
を
追
い
か

け
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

サ
ケ
の
遡
上
は
、
昨
年
も
10
匹

ほ
ど
確
認
で
き
た
よ
う
で
、
三
隅

川
は
現
在
も
、
昔
と
変
わ
り
な
い

環
境
に
あ
る
よ
う
で
す
。

愛
情
を
持
っ
て
見
守
る

　

河
川
監
視
員
を
10
年
以
上
務

め
、
月
に
２
度
上
流
か
ら
下
流
を

パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

　

人
一
倍
愛
情
を
持
っ
て
三
隅
川

を
見
つ
め
、
県
に
川
の
よ
う
す
を

報
告
し
た
り
河
川
環
境
に
つ
い
て

要
望
し
た
り
し
て
ま
す
。

三
隅
川
と
と
も
に

　

三
隅
川
保
全
部
会
の
主
な
活
動

は
、
子
ど
も
を
対
象
に
し
た
放
流

と
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
で
行
う
つ
か

み
取
り
。「
い
つ
か
こ
の
公
園
で

鮎
の
塩
焼
き
を
食
べ
さ
せ
て
、
今

以
上
に
川
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

い
た
い
」
と
夢
を
語
り
ま
す
。

　

福
田
さ
ん
の
生
活
は
、
誰
よ
り

も
愛
情
を
注
ぎ
、
見
守
っ
て
き
た

三
隅
川
と
と
も
に
あ
り
ま
す
。

山口県知事選挙
投・開票結果

　　平成 26 年 2月 23 日執行
長門市 男 女 計

当日有権者数（人） 14,281 17,312 31,593

投票者数（人） 6,903 8,744 15,647

投票率（％） 48.34 50.51 49.53

候補者氏名 党派 長門市 山口県
当 村岡 つぐまさ 無 所 属 11,703 286,996

たかむら 勉 無 所 属 2,605 115,763

ふ じ い 直 子 日本共産党 1,095 46,402

無効票その他 244 7,813
計 15,647 456,974

■問い合わせ　
　長門市選挙管理委員会　℡ 23-1167

福田 保太郎　ふくだ やすたろう

昭和 13年 11月 9日、長門市三隅生まれ。平成
10年からアユの放流を始める。平成 13年４月、
幅広い環境保全活動を推進しようと設置された三
隅地域環境パートナーシップ会議「三隅川保全部
会」に活動が引き継がれ、現在に至る。75歳。


